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同居されているかたがおられるのならば、できますれば皆さんでお読みください
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↑井波の彫刻師が東本願寺の
彫刻について解説

↑
舞
楽
も
奉
納
さ
れ
る

↑
庭
儀
（
お
練
り
）
も
あ

り
ま
し
た

祠 堂 経 会 厳 修
日時　6月 18 日（日）～ 19 日 ( 月 )

いずれも午前 9時 30 分より４時まで
お説教は富山教務所にお勤めの鷲尾祐恵さんです

月参り寺のマスクについて
５月８日より新型コロナウイルスは５類に移行となり
ました。それに伴い当寺ではマスクをつけないでお参
りに伺わせていただいています。皆様方におかれまし
てはマスクをつけられてもされなくてもどちらの対応
になさっても結構です。また、マスクを従来通りつけ
てのお参りをご希望のお方は住職に一声おかけくださ
い。いつも持ち歩くようにしますので着用させていた
だきます。　ご理解のほどよろしくお願いいたします。



第 367 号 (2023 年 6 月 1 日 ) ごぼはんだより

常入寺のホームページもあります　https://www.gobohan.com/　 ごぼはん　常入寺

高岡教区第８組

日時 2023年 6月17日（土曜日）　午後１時30分より

会場 聞 光 寺　射水市片口久々江90　TEL.090-5681-8428

講題 「 “宗祖親鸞聖人の学び”を学ぶ
　　　　　―坂東本から見えるもの―」

講師

宇都宮啓吾 氏

主催 /真宗大谷派（東本願寺）高岡教区第８組　富山市中老田 401　慶楽寺内　TEL.076-436-6522

う つ の み や けい ご

講師プロフィール
1966年 愛媛県生れ、広島県育ち。広島大学大学院博士課程後期単位取得。
専門は日本語学、特に古経典を対象とする訓点資料（漢文に訓点の付けられた
資料）の研究を行っており、それらの一環として宗祖自筆の坂東本『顕浄土
真実教行証文類（教行信証）』（国宝）の調査・研究を行い、『坂東本「顕浄土真
実教行証文類」角点の研究』（共著、東本願寺出版）として公刊する。また
古写本を対象とした研究であるため、各所に所蔵される聖教の調査や文化財
指定等に関する調査・研究、さらにデータベース構築等の研究も行っている。
現在は同大学院の文学研究科科長の任にあり、京都国立博物館の客員研究員
などを務める。

大阪大谷大学教授


